
コ□ナ密閉式石油ストーブ 


取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品を全法（消ま法）で指定される 
は定イデな製护です 

法定点検を受けるために所有者登録をおこなってください。 
(製品に同«した「所有を票」に記入し投函願います。） 


正し<使って上まに節約 


gu エフエフ ジー ワイ エフエフ ジー ワイ 

I 飞 FF-G389Y • FF-G509Y 



このたびは、コ□ナ5ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説日月書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 危険 

(8) 

淵 iks ち脚、 
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1 試盾! 剖 

ガソリン使用禁止 
使用燃料：'灯油 



KEROSENE ONLY 



□ 特に';主意しでいたださたいこと 


按まのために必すお守りください)1〜3 


本ロミ由の属棄についで 一- - 3 

B 使用する場所 -3 

且 各部のなまえ 4 〜 6 

•夕 I * 観図 4 

•構造図 -4 

♦操た部-表示部 -5 〜 6 

□ 使用前の準備 7 〜 8 

♦燃料 7 

• 給';由 — 7~8 

♦点义前の準備と確認 8 

且 使用ち法 - 一^^ - - 9-13 

•点义 -- — 9 

• 室}显の調節 9 〜 10 

• 《の状態 10 

♦消义 10 

♦タイマーの使巧方ま 11 〜 12 

♦チャイルド□ック 13 

□ まを装置 13 

□ その他の装置-14 

回日常の点検-ま入れ一- —14-16 

□ 定期点検 — —— 16 

阻故障-異常の見分け方と処置方を-17 

田部品交換のしかた-18 

旧 保管（長期間使用しない場合)一18 

旧 住様-19〜20 

旧アフターサービス 〜- 20 

旧 据巧け.移設 - 21-22 



株ぶ含な3厦 





























































































ご自身での据付け-移設工事の厳禁 


お客様ご白身による工事は危険 
です 

据巧け工事は販売店や専門業者 
にご依頼ください。（ストーブ 
を移設させる場合ち同じです。） 



給排気筒トップには金網などは付けない 

おが気筒トツプには、虫よけのため 
のを網などは巧けないでください。 

給が気の巧げになり、異常燃烧を 
起こし排ガスび室内に漏れる巧能 
'注びあり危険です。 



定期点検の実施 

定期的にをに1回程度)に点検■整 
備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使届し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。 

点検-整備はお買い巧めの販売店 
や資格者のいる店に依頼しでくだ 
さい。 


〇 



田特にま意にいただまたいこと度をのためにおず約りください) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。巧客 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 危険 


この表示を無視しで、誤った巧り扳い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ危険 
または火災の危険び差し迫ってちじる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り振い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ可能 
性または火災の巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A ミ主意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や枚] 
的損害の発ちび想定される内容を示し 
でいます。 


A 

(§) 

m 


絵表示の例 

么記号は注意を促す内容びあることを告げるちのです。 
図の中に具体的なを意内容 （ 左図の場合は一般的なミち 
意）び描かれでいます。 

&記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合はガソ 
IJ ン禁止）び巧かれでいます。 

〇記号は行為を指示するの客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示の容 （ 左図の場合は一般的な巧 
為の指示）び描かれでいます。 


A を険 (DANGER) 

\ 

ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使巧しないでください。 

义災の原因になります。 

(§) 



スプレー吿厳禁 

スプレー 生や力 じツ トこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで y ド | V も\ / k 
ください。 ^ 

熱で生の旺力び上びり、爆発しで危険です。 


給が気筒（管-ホース）び外れた 
まま使巧しないでください。 
外れでいると運転中に排ガスび室 
巧に漏れで、危険です。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しない 
でください。 

衣類び落下しで义びつき、乂災 
の原因になります。 


〇 




温風吹出□をふさがない 

衣類、紙などで温風吹化□や空気 
取入□をふさびないでください。 
衣類、紙などでふさぐと、义災の 
原因になります。 
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•小さいお寺様のいるご家庭では、特に;'主意しでください。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根元 
まで確実に差しこんでください。 

(また、傷んだプラヴやゆるんだ 
コンじントは使巧しないでくだ 
さい。）义災の原因になります。 

めれたまでの巧さ差しはしない 
でください。感電の原因になります。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり（および 
を属物）を除去しでください。 

(ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり） 
义災の原因になります。 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびあります。 

また、かが'巧部に入ると、感電、义災、故障の 
原因になります。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 


〇 

0 


お排気筒トップの巧くに、 
な;'由や可燃物など弓I义の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义災のおそれびあります。 


EB 因ド居:^ a 



0 


指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでくださし、。 

けびや义災の原因になります。 

居室内給油禁止 

給ミ由は、必す义の気のないところでおこなって 
ください。 

义災のおそれびあります。 


0 

0 


温風1し直接あた!3ない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

イま温やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 

♦特にお子様やお年奇り、体の不自由なちび使われるときは、 
周囲の人び十分;'主意しでください。 

•巧類などを乾燥した場合、素材によっては色あせすること 
びあります。 



油漏れ確認 

給';由□は確実にしめでください。 

給;'由□を下にしで、ミ由漏れびないこ 
とを確かめでください。 

給ミ由□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、乂災の原因になります。 



〇 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運転ボタンを「切」に 
しでください。 



改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストー 
フ'本体や給が気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。 

义災やがガスび室のに漏れる原因となり危険です。 


0 


長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長斯間使巧しないときは、電源プラブを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


處 


0 


電源の接続 

参電源は適正配線された単相100 Vのコンじント 
な外は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

♦電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


な油の保管 

な;'由は、义気、雨が、ごみ、高温および直射曰光 
をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどといっしよにな管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


〇 


〇 


据付け上のミ主意 

参お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必すお買い巧めの 
販売店に依頼しで < ださい。 

参ストーブおよび給排気筒の据なけについでは义災ず防 
条例、 6;' 由燃焼機器の設置畳準による規制びありますの 
で、これに従って据なけでください。 

参ストーフ'の固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。 


変質打油禁止 

変質な;由（持ち越したな;由)、不純な巧（な;由]^外 
のミ由’水‘ごみび混入したなミ由など）を使田しない 
でください。異萬燃焼や故障のおそれびあります。 

フィルタを外しての運転禁止 

フアンフィルタを外した状態で運転しますと、 
カーテンなどを巻きこんで义災になるおそれび 
あります。 

またまなどふれるとけびをするおそれびあります。 


0 
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么注意に AUTION) 
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分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 
お買いずめの販売店に修理 
を依頼しでください。 



么注意に AUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちの 
をちブけないでください。 

乂災び発ちするおそれびあ 
ります。 

可燃物との離隔距離につい 
では、標準据付図 ( t ：^ 21ページ)を参照しでください。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加え 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラブ 
を巧くときは、コードを持つ 
で弓 I さ巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 



高温部(やけど)にま意 

燃烧中や消义直後は、高温部(グリルの周逛など)、が気筒(煙突、が気筒トップ、給が気筒トッスにまなど 
ふれないでください。やけどのおそれびあります。 


A 


お願い （ NOTICE) 


打■油の廃棄 

な;'由の廃棄処分は、な;'由をお買い巧めになつた販売店に 
ご相談ください。 


回使用ずる場所 


ま全に使用ずるために 



>標高び1 500 m を超える高地では使用しな 
いでください。（空気の濃度び薄いため、 
燃焼に必要な空気が'不足します。） 

高地で使用する場さは調整が'必要です。 
(詳しくは、工事説明書のし 高地または延 
長配管で使巧の場台） をご覧ください。） 



0 


♦温室、飼育室、乾燥室など 
では絶対に使用しないでく 
ださい。 


0 



効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気 
びス I ブで暖められ、温風としで対流し 
ますので効果的です。 



温風の循環を巧げない 

参温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 


I 障害物びあると、部屋の温 
度にむらびできるばかりで 
なく、本体の温度が'上昇し 
で危険です。 


♦温風吹出□側の空間を広くと 
れる場所を選んでください。 
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回を部のなまス 


(; 外観図） 


〈正面> 


操作部-表示部 


温風の出□(グリル) 


前パネル 


置台 



一運おボタン 
タンク室ふた 

とつで 

ルームサーモ 
它ンサー 

—のぞき窓 


<背面> 


排気管巧け検巧用 U — ド線 


排気管取巧 □ 


おが気筒 


給排気筒トップ 
お気管取が □ 


給気 ホース 


スポイト 


フアンフイルターとつで 


背面カパー 



本体固定を具 
巧流田ち風機 


フアンフイルター 
燃焼田を風機 


電源コード 


( T 構造図^ 

遇熱防止装置一 

(安をサーモスタット） 


のぞき窓— 

プリント配線ホ反 

(巧部） 



給油タンク 


気化筒 （内部) 


電磁ポンプ 
固定タンク 


巧震 S 動消义装置 



〔給ミ由タンク) 































































































































































































〔操作音 R • 表示宜 (((•») 表示のある頂目はアラームび3回鳴ります。 


給油ランプ 


点 口 《(•》) 

給ミ由タンクの灯ミ由びかなくなりました。早めに給;'由しでくださし、。 

遅い点滅 ({(•») 

給ミ由タンクの灯ミ由び更にかなくなりました。給ミ由しでください。 

早い点滅 ({(•») 

ミ由のれで自動消'义（運転ランプち早い点滅） 


( 原8ページ) 


切換スイッチ 


時計ちせ 

時計を舍わせるとき(こ切換えます。 

時 計 

時刻、タイ7—時刻を合わせた後 
にの換えます。 

タイマ-させ 

タイマー時刻を含わせるとさ(こ切 
換えまず。 


( 原11ぺージ） 


表示切換キー 


温度表示' 時計表示をの換えるとさに巧します。 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


設定温度 室の温度 U 

陋阻置 


同時巧約 


時計 

タイマーが 


表/示陆換 


おやすみ^ 

ぉ庶ラ 


〇砂透点义 

_ 


〇おやすみ 


0=1 


〇 


弱運拓〕 


砂を点义キー(砂を点义ランプ兼用） 


秒速点义のじット-解除をずるとさに巧します。 


点な 秒速点义ヴでさまず。 


( 厮9ぺージ） 


おやすみ►おはよラキー 


おやすみ►おはよラタイマー運転を t ットずると 
きじ巧します。 

おやすみ►おはよラタイマー運転を t ットずると、 
おやすみランプとおはよラランプび同時に点灯し 
ます。 （[^12 ぺージ） 


弱運括キー(菊運乾ランプ兼巧） 

弱運転の亡ット-解除をするときじ巧します。 


它ーブボタン(它ーブランプ兼巧) 


它ーブ'運転のじット-解除をずるとさ 
じ巧しまず。 


点灯 


t — ブ運転中 
(亡ーブミ肖义中ち点灯） 


10ぺージ） 


ロックボタン 


チヤイルド□ツク 
の它ツト'輯除を 
するときじ巧しま 
す。 

( 缺13ぺージ） 


運括ボタン(運括ランプ兼用） 


点义-消义するときに巧します。 


点 滅 

予熱中（ず熱完3後白動点义） 

点 な 

燃焼中 

早い点滅 ({(•») 

何かの原因で白動消乂 


9 ■ 10 ■ 12ページ） 


寻} 4 i 中 


CORONA 

運捉入/切 


時分おはよう它•-ブ 

< 5 ® @© 

V温度調節八 □ック 


おはよラボタン(おはようランプ兼巧） 

おはよラタイマー運転の t ットをするときに巧します。 


点灯 おはよラタイ7—運起待機中 


屆="12ぺ-ジ） 


時計/タイマーさせボタン 


現在時刻とタイマー時刻を合わせ 
るときに巧します。 


時 

時含わせ 

分 

分含わせ 


( 原りページ） 


温度調節ボタン 


設定温度を変えるとさに 
巧します。 


V 

温度を下げる 

八 

温度を上げる 


( 原9ぺージ） 


点な 弱運転中 


10ページ） 


おやすみキ ー( おやすみランプ兼用） 

おやすみタイマー運転の它ット'輯除をするときに巧します。 

す 12ページ） 


点な 

1時間運転後白動消义 












































































































































































































( 操作部-表疏い 

を）イラストは説明のためを部点な-表示した状態です。 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


設定温度 室内温度 


18383 〇 18383な 


時計含せ 
時計 


タイマ-含せ 


デジタル表示部 


設定温度 

室内温度 

が 

〇 

〇 

!? 




設定温度 

室内温度 


: 

圆 

設定温度 

室内温度 


〇 

〇 

が 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


■温度点な（温度表示） 

左側：設定温度表示 （12 で〜30で） 

(末じットの場さ、自動的に22でにじットされでいます。） 
ろ側：室内温度表示 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


■午前または、午後点な（時刻表示） 

■時計動作コ□ン点滅 

左側：時 ろ側：分 （例）午前8時30分 

■の換スイッチを「タイ7—させ J にすると、タイ7—じット時刻を 
表示します。（末じットの場さ、タイマー時刻は自動のに午前6:00 
にじットされでいます。時計動作コ□ンは消な） 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


I f 点な 

停電後再通電（ストーフ'運転中または、ポット昇温時） 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


設定温度 室内温度 


I --点な 

電源プラグをコンじントに差しこんだとき（時刻の末じツト） 
停電後再通電（ストーフ'停止中または、ポットち却時） 


〇温度; 
〇午前 
〇午を 


設定温度 室内温度 


I 表示点な：チャイルド□ックのじット表示 


〇午前 
〇午を 


設定温度 

室内温度 


〇 

〇 

巧 




設定温度 

室内温度 

日 

〇 

〇 

FF 


■(例） f 3表示：対震自動消义装置の作動 
再度、点义操作をしでください。 

その他の f 表示は17ぺージ） 


〇温度 
〇午前 
〇午を 


I U トト表示 

おやすみタイマー終3後の停止表示 


〇温度; 
〇午前 
〇午を 


設定温度 室内温度 


〇 


〇表示点滅：弱運転中に温度調節ボタンを巧したとさ 





























































































おミ由タンク 



3 


< 





. 給油タンクを取0出し、給油□を開< 

•オープンつまみを強く引い ②をける 

で、給巧□を開いでください。 


①強く引く 



才ープンつまみ 


. 給油□をしめる 

• IA ま意 I 給';由□は、お実に r 八チン J と音びするま 
で図の位置を強く巧しでお実に□ツクし、先端を指 
で持ち上げで開かないことを確かめでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、ス I -ーブじ 
正しく静かに入れでください。固定タンクや給ミ由タンクに強い衝撃 
をあたえると、ミ由漏れや故障の原因になります。 

I 么ま意 I 給';由□がお実にしまつでいなし、 給由□(断面） 

とな'油びこぼれで、乂災の原因になります。 

>カラーサイン■を面青で表示されでいること 
をお認しでください。|]のよラな場合は、ちラ 
一度強く巧しでください。 

>給;'由□のな部などに、ごみなどびはさまって 
し、る場合は取り除し、でくださし、。 


2. 給油する 

参巿販の I 合ミ由ポンプなどを使用しで、 
ミ由量計を見ながら給ミ由しでください。 

参ミ由量計の半分くらいまで色び変わった 
ら、給ミ由をやめでください。 

• ロミ由がミ由量計のところまで入ってくると、 
黒色に変わってぎます。 

•お'油□に力を加えで変 
开ミさせますと、ミ由漏れ 
の原困になりますので、 

変形させないでください。 

•お—油ポンプのホースび巧 
けないよラを意しで < ださい。 



力を加そる 




[①巧実にロック ■ 

□ツクの巧認 

「パチソと音がす 


持^げ る 

るまで強く押しで 



ください。 





カラ-サイン 


給油□をしめたあと、 


巧端を指で持ち上げ、 


開かないことを確か 

\ぃ \ リ 1^—^ 

、 

めでください。 J 


>こぼれたなミ由はよくふき取つでくださし、。 

>給';由タンクが正しくじットされでいなし、 
と、不着乂や遗中消义の原因になります。 



么ま意給油は必す消乂しでからおこない、ストーブの近くでは絕巧に給油しないでくださし、。 


>冷えたところで給ミ由し、給ミ由量び少ない（半分じ(下）場含は、給ミ宙□を開いたまま、しばらく室湿になじませでからじットしでくださし、。 


がシーズンよ 
り持ち越しの 
な油 


0 



長期間曰光に 
あたる所や温 
度の高しげ巧に 
保管したな油 


0 



容器のふたが 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
客器で保管し 
た'灯油 


0 




•極度に変質したちのは、黄色巧びかったり、すっぱいにおいびします。 
•必すなミ由用のポ I 」タンクをお使いください。 

•灯ミ由はシーブン中に使いきりましよラ。 


间使用前の準備 


fMM ■ 

燃料は必ずな巧 （ J 旧1号灯油）を使用しでください: 


么を険ガソリンなどの揮発性の高い';由は絶巧に 


使巧しないでください。义災の原因にな0ます。 


を意変質な';由、不純な';由などは絶対に使巧し 


ないで < ださい。 


么ミち意な油は必す乂気-雨水-ごみ-高温およ 


び直射曰巧をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃烧や义巧のおそれびあります。 


(§) 

0 

〇 


変質な油•不純な油とは • 


適量位置- 


甘 


ミ由 
量 
計 


♦燃焼中は絶巧に給';宙タンク 
を取り出さないでくださし、。 
•給ミ由タンクは、ぶつけたり 
舊としたりしないよラ、でし、 
ねいに取り振つでください。 


ごみ•ガソリン’ 
由•機械ミ由- 
心ぷら'油… 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、悬をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 



なミちはめれたまま ガソリンはすぐ乾く 



fi 変質打油や不純灯油を使用ずると、 


機器の故障の原因になります。 

参ミ由の程度にちよりまずび、燃焼不良をおこし 
たり、ス I -ーブの損傷を早め、故障の原因に 
なりまず。 

参水やごみび送ミ由経路巧に流れこみ、燃焼不良 
や着义不良の原因になります。 


画変質な油や不純な油を使用したとをは… 

参給巧-固定タンク内のなミ由を巧き、給ミ由夕 
ンクはきれいな灯;由で2〜3回洗っでから 
使用しでください。 

(おし V; 由び残っていると再発します。） 

♦悪いミ由を巧きとってち効まのないときは、 
お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡くださし、 


♦変質巧';由、不純巧'庙び原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の巧象外となります。 

♦変質巧';由の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にご相談ください。 

\_ ゾ 

i^iiP ♦ I A ま意 1 給'油は必ずミ肖义しでから义の気のないところでおこなってください。义巧のおそれびあります。 


給油の手順とを意 


^—^ X 

給巧 □ 


なびかた 
やなすし 
みのね入 
ごがの混 
■ Z5 心わ巧 
がなほで灯 


































































































灯油が少なくなると 


•ご使巧中、固定タンク内の口巧びかなくなると、給巧ランプとアラームで給巧の予告をしま 
すので、早めに給ミちしでください。 

給ミ由しないで使巧し続けますと、ミちのれとなり自動消乂し、給ミちランプ•運転ランプの早い 
点滅とアラームでお知らせします。 



♦ロミ由びなくなつで消义した場合は、必す給;'由しでから点义操作をおこなつでください。 

給;'由をしないと再運転できません。 

V_/ 

_ J 


点乂前の準備と確認 






么ミ主意電源プラグ-コードの発熱-発火を防 
ぐために • • • 


給ミ由タンクや送油管の接さ部などからミ由漏れび 
ないか確認しでください。 

♦ミ由漏れのあるときは、使用を中止し、お買いホめの 
販売店にご相談 < ださい。 


参電源プラヴはコン t ントに根元まで確実に差しこん 
でください。 

参電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンじント 
を使巧しでください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧、 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 



• r 么を意 I 力ーテンや燃えやすいちのをおブけ 
ないでください。义巧び発生するおそれびあり 
ます。 


♦ 「么警告 I 給排気筒(管-ホース）びがれたま 
ま使巧しないで < ださい。 

がれでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、 
危険です。 



























































































画使用方法 




(〇給油） 


CORONA 

運転切 


時_分おはようたーブ 
V 温度調節八 □ック 



運おボタンを巧ず 

参ず熱び完3す i ) と自動点义し、運転ランプは点口に変わります。 


♦着义時、放電音と同時に着义音を発しますび異萬ではありません。 
♦点义操作から放電（着义）まで室温によりぎか変化しますび、 

約3分の予熱時間がかかります。 

♦着义後、約1分で温風び出始めます。 



運転停止中にす熱しでおくことにより、点义時間を短縮させる機能です。 



C 稱おするとさ） 




砂速点义キーを押す 

参秒速点义ランプび点滅します。 

秒速点义ランプび点滅から点なに変わる（約3分後）と、秒速 
点义することびできます。 

参点义操作後、約15秒で点义します。 

♦物速点义を解除するときは、をラー度拽速点义キーを押しで、 
物速点义ランプを消なさせでください。 


♦秒速点乂は、12時間たつと自動的に醉除されます。 

♦砂速点义ランプび点なしでいるとさは、運転停止中のみ約1 00 W 
の消費電力びかかります。 

♦運転停止中に秒を点义ランプび点灯しでいるときは、ストーブ 
上面びかし暖かくなります。 

♦タイマー運転にすると秒速点义は自動的に解除され、秒速点乂 
キーを押しでち砂速点义ランプは点滅しません。 



■初めてのご使用-シーズン初めの初使用時には…… 

参お';由タンクを它ツトしでから、4〜已分位待って点义操作をしでください。 

♦防鐘';ちや塗料などが焼けるため、煙やにおいが'出ることが'ちります。しばらくの間、換気をしながらご使巧ください。 
♦ち';由経路内の空気だまりなどにより、1回で着乂しないことびあります。 

このストーブは、ミス着义時に再度自動的に点义動作をおこないますび、それでち着义しない場合は、点乂操作 
を2〜3回くりかえしてください。 

♦外気温が低くなると、給が気筒の先端から連続的に白煙び出ることびありますび、異常ではありません。 

これはがガス中に含まれている水分び凝結して化暴気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


J 





温度調節ボタンを巧す 

♦温度調節ボタンを押しで希望の設定温度に合わせでください。 
♦ボタンを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 


参ルームサーモ它ンサーにより、設定温度に応じで自動的に义力び 
のり変わります。 

♦未它ットの場合、設定温度は自動的に22でに它ットされでいます。 
♦設定温度は、12でから30でまでの範囲で它ットできます。 


♦室内温度表示は、ルームサーモ它ンサー周迈の溫度を感知して表示するので、お部屋の温度計とは数値が'一致しない 
ことが'あります。 







































































































参初めで使巧されるときには、 t - フ谨転モードに設定されでいます。 （ t - フ'ボタン点な） 

参通常運転にもどす場合は、 t - ブボタン（□ツクボタン兼巧）を押しで、じーブランプを消なさせでください。 


■セーブ運転とは… 

室温び設定温度まで上昇し、一定温度をなつで暖房すると暖かさを感じにくくなります。 

そこで义力（燃焼量）を周期的にコント□ールし、室温を微汹 M こ変化させることにより、暖かさを保ちなびら 
义力を抑えで効果的に暖房します。さらに室温が'設定温度より2で上昇すると、自動的に'消义(じーフ''消义）し、 
設定温度まで下びると自動的に再点义し、室温を調節します。 

最ル义力でち室温が'上昇する場合（気温が'高いとさ、曰あたりのよい部屋）などは、 t ーフ'運転をお還びくだ 
さし、。 


参它ーブ消义中は、它ーブランプのみ点巧しでいます。 

♦它ーブ運起をお除すると、部屋の温度び上昇してち、最ル乂力で運転しますので室温びかし高めになることびあ 
ります。 

♦它ーフ''運起にじットし、運転ボタンを巧すと自動的に它ーフ'運転となります。 

V_ J 


室温び己でな上の揚含、設定温度に関係なく最ル义力で燃焼を継続します。 



弱運括キーを押す 

♦弱運転ランプび点口し、弱運転を開始します。 

♦弱運転中に、設定温度を変えることはできません。 
(温度調節ボタンをがすと、アラームと []_ 〇 I 表示 
の点滅でお知らせします。） 

参弱運転を解除するときは、弱運転キーを押しで、 
弱運転ランプを消なさせでください。 


ノ 


ノ 


♦強燃焼 • 弱燃焼とち工場出荷時に燃焼状態を調節しであります。 
参炎の状態は青い炎の中に、いくらかの黄色い炎(ホ义)び混じつ 
でいでち冥をではありません。 


正常燃焼 1 

青い炎の中に黄色い炎か'混じっている 





(〇給油） 


CORONA 

運転入/切 


時分おはよう它ーブ 



運弦ボタンを巧す 

参消义し、運転ランプび消なします。 

同時にデジタル表示部は温度表示から時刻表示に切り変わります。 
(じーブ運転中の場合は、じーブランプち消なします。） 

参消义後は本体の部びちま P するまで送風を継続し、約6分をに巧流 
巧送風機び停止します。 


♦消乂操作をは、乂が'消えでいることをおかめでください。 

♦外出するときは、必ず消义してください。 

♦緊急時け外に、ストーブに強い衝撃をちえでミ肖乂したり、電源プラグを巧いでの消义はしないでください。 
_/ 
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タイマーの使用方法 


就な目物栏 triEM " 


電源プラブをコン它ントに差しこんだとき（未じット）、デジタル表示部は 


を表します。 



(例）午前8時30分に時刻を台わせる 




2. 時刻をちわせる 


n tS を SIS 室內あ居 

•午前 8 : 3 日. 

〇牛を 

同時示約 

( 表示の巧1 

もでみ 1 [。 
し おはよラ J し 


〇が连点火 J 卜 


時れ兩 
曰^刷 




タイ 7—; 

おやずみ I 


黄運ち I 


(〇給な） 


時巧おはよラ 



W 寺-分ボタンを押しで現在時刻を含わせでください。 

>ボタンを押しつづけると、表示は連続しで変わります。 

>時刻を含わせるときは、午前•午樓をまちがえないよラま意 
しでください。 



3. 「時計 j の位置にする 


♦切換スイッチを「時計 J の位置にしでください。 
♦時計動作コ□ンが'点滅し、時計動作を開始します。 


タイマー時刻合わせ 


未じットの場含、タイマー時刻は自動的に午前 \ Id \'.[ uu ] にじットされでいます。 


r タイマーちせ j の位置にする 



参切換スイッチを「タイマー合せ J の位置にしでください。 
参現在時刻の合わせかたと同様にしで希望のタイマー時刻 
に合わせでください。 

♦タイマー時刻は、1度它ットすれば電源プラヴを巧いたり、 
停電などないかぎり記憶されます。 

♦タイマー時刻 t ットをは、切換スイッチを必ず「時計」の 
位置に合わせでください。 


( タイマー時刻它ツト を） 
^^ 

時計 S せ 



































































































































































おはよラタイマー運転 


現在時刻を合わせでいないと、おはよラタイマー運転はできません。 



1. 運活ボタンを巧す 

参運転ランプび点滅します。 

♦ストーブ運転中は巧す必要はありません。 


2. おはよラボタンを巧す 

参おはよラランプび点口し、デジタル表示部にはタイマー時 
刻び表示されます。約己秘後に時刻表示に変わります。 
♦合わせた時刻になると、じーフ谨転を開始します。ただし、 
弱運転中におはよラタイマーじットされた場合は、弱運転 
で運転を開始します。 


♦タイマー時刻、設定温度を変えたい場合は、おはよラボタ 
ンを押す前に変更しでください。 


■おはようタイマーの解除 
運弦ボタンを押す 

参おはよラランプび消口し、消义状態になります。 

♦巧出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー它ットは、絶巧にしないでください。 
♦タイマー它ット時刻を確認するときは、切換スイッチを「タイマー合せ J にしてください。 

参電源プラグをコン它ントから巧いたときや停電を再お電したときは、タイマー運転はできません。 
再度現在時刻を合わせ、タイ7—時刻合わせをおこなってください。 



おやすみタイ7—運車ち 


ストーブ停止中からのおやすみタイ7—運転はできません。運転ボタンを押しでから操作しでください。 


V 



おやすみ キーを 押す 

参おやすみランプび点なします。 

参1時間をに自動'消义し、同時にデジタル表示部は、 
r ^：[ FT ] となります。 


■おやずみタイマーの解除 
おやすみ キーを 巧す 

参おやすみランプび消口し、運転を継続します。 
参消义するときは、運転ボタンを巧しでください。 



おやすみ ► おはよラタイマー運転の同時予約 


ストーブ停止中からのおやすみタイ7—運転はできません。運転ボタンを押しでから操作しでください。 


おやすみ►おはよラキーを巧す 

参おやすみランプ、おはよラランプび同時に 
点なします。 

参1時間後に自動消义し、おはよラタイマー 
它ット時刻になると、運転を開始します。 
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チヤイ J レド□ツク 


お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転ボタンを押しでを点义しないよラにする機能です。 



ロックボタンを3回巧す 

参停止中に□ックボタン ( t - フ'ボタン兼届)を 
3秒じ(巧に3回巧しでください。 
♦チャイルド□ツクびじツトされ、デジタル 
表示部び ir,i I になります 


■チャイルド□ックの解除 

再度□ックボタンを3秒な巧に3回押しでください。 


♦チャイルド□ックの它ット中は、運転ボタンを押しでち点义しません。 



回まを装置 

このス I ''―ブには;夕のよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常び取り除かれでも再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


ま全装置 

原 因 

処置方法 

巧震自動消乂装置 

りと-引 表示） 

地震(震度約己な上)や強い衝撃を 
受けたときは巧震自動消义装置び 
作動しで白動的に消义します。 

地震によって作動した場合、周囲の可燃物、 
機器の損傷、由漏れ、お排気筒の外れなど異常 
びないことを確認しでから再点义しでください。 

点乂まを装置 
燃焼制御装置 

(に司 表示 •巧可 表示） 

点义=ス • 途中消义-ミ由切れをし 
たとさに自動的に消义します。 

参「日常の点検.ま入れ j (屆=14〜16ぺージ） 
をしでから点义操作をしでください。 

参処置しでを繰り返しエラー表示び化るとき 
は、一旦運転ボタンを「切"こしで販売店に 
連給しでください。 


停電安全装置 

/〔作動時〕 □ 表示\ 
〔復帰時〕表示 
または J 

\ □: EE 表示/ 

停電や電源プラヴびコンじントか 
ら抜けたときは、すべでの運転 
を停止します。 

参通電を、点义操作をしでください。 

参電源プラヴを確認しでください。 

過熱防止装置 

〔安全サーモスタット〕 

I 表示部全消な\ 
または 

心 \ にコ。°正固 表术 I 

温風空気取入□や温風吹お□びほ 
こりなどでふさびれたり、ストー 
ブ前面に障害物びあるなどしで本 
体内部が'過熱すると自動的に消义 
します。 

参温風空気取入□や温風吹お□の掃除をしで 
から再点义しでください。16ページ） 

参処置しでち繰り返しエラー表示び化るとき 
は、一旦運転ボタンを「切"こしで販売店に 
連給しでください。 

J 
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国その他の装置 


装置の名称 

原 因 

処置方法 

排気管抜け検巧装置 

りら引表示） 

排気管の接続部び外れたとさに自動的 
に消义します 

給排気筒および排気管の接続部に、外れ- 
ゆるみびないか確認しでください。 

排気管巧け検知巧リード線び外れたり、 
断線したとさに自動的に消义します。 

排気管巧け検知巧リード線端寺固定ねじの 
ゆるみまたは、外れ•のれびないか確認し 

ご、/しごし、。 文給気□キャップ 

排気管巧け検巧田1」ード綺 ねじ 

過電流防止装置 

(1已アンペア） 

(表示部を消な） 

内部配線のショートにより過電流が'流 
れたとさ。 

お買い巧めの販売店に修理をめ頼しでくだ 
さい。 

室温異常上昇防止装置 

、 （ L£LJ 表示） 

部屋の温度び 50’ CJ ^ 上になったとき 
に自動的に消义します。 

窓をあけ、部屋の換気をしでから、点义 
操作をおこなつでください。 

J 


画日常の点検•手入れ 

点検-字入れは、消乂後ストーフ'び十分ちえでから、必す電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 

♦電気部品の分おや巿販品との交換は絶巧にしないでください。 

♦燃焼部の分おは絶巧にしないでください。 


スIブとスIブ周囲の点検（使用ごと) 


参 I A ま意1 力ーテンや燃えやすいちのを巧ブけないでください。义災び発生するおそれびあります。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつも清潔にしでご使巧ください。 

参ミ由び漏れでいたり、ミ由のたまり、ミ由のにじみびないか点検しでください。 

♦ミ由漏れびある場合は、お買い求めの販売店に修理を巧頼しでください。 

V_/ 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと) 


♦ 么警告 I 給が気筒(管-ホース)びがれたまま使用しないでください。 

がれでいると運転中にがガスび室内に漏れで危険です。 

• A 警告1 積雪びをいときには、給が気筒トップの周りび雪でふさがれたまま使用しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。閉そくしでいると、運転中にがガスび室内に漏れで危険です。 

♦給が気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物が'置いである場台は、移動しでください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検りシースン1〜2回) 


♦おが気筒びつまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必ず点検し、くもび巣をつくったり異物び入ったりしでいるときは、必ず掃除しでください。 
♦給排気筒が'つまると不完を燃焼をおこします。 


♦給排気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるときは、排気管の接続部 
巧部にはめこんである01」ンヴび破損しでいないか確かめでください。 

♦破損しでいた場合は、お買い巧めの販売店に交換を化頼しでください。 

V_ J 
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オイルフィルター•固定タンクの手入れ （1 シースン1〜2卽 


オイルフィルターや固定タンクに水やごみび 

たまると、給'庙タンクにな'庙び入ってしでち… 


•点义しない- 

参炎び巧んだり、還いたりする 
参点乂しでち途中消乂する— 





1. オイルフイルターを取り出す 

参固定タンクからオイルフィルターを取り化しでください。 


参オイルフイルターを取り出すとさ、水やごみを固定タンク 
に落とさないよラを意しでください。 


オイルフィルター-固定タンクの掃除 



2. きれいなな油で洗ラ 

参オイルフィルターの中の水やごみを取っでからきれいな 
な';由で洗ってください。 

♦ごみび取れにくい場合は、歯ブラシなどを使ラと便利です。 

♦水ミ先いは絶対にしないでください。 

水で洗ラと灯ミ由び通過しなくなります。 



3. ごみや化を巧く 

参固定タンクのにたまっているごみや水をスポイトなどで巧 
いでください。（ストーフ'のな管時に固定タンク巧のなミ由 
を巧さ取るとさを同じちミ去でおこなつでください。） 
♦コツプなどを固定タンクの上においで巧くとロミ由をこぼさ 
ないですみます。 


4. オイルフイルターをたツトする 



♦オイルフイルターをちとどおりにじツトしでください。 
参ミち意 I こぼれた灯ミ由はよくふき取ってください。 


参オイルフィルターおよび固定タンクの掃除をおこなつでち、点乂しない•炎び飛んだり、恩いたりする•途 
中で消乂する場合は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 

\_ J 


のぞき窓の透明度び悪くなつたとき… お買しげめの販売店に依頼してくださし、。 


のぞき窓を外しでふく場合は、なのよラにしでください。 

♦前パネル（外しかたは、ち下図参照）•ブリルをがし、のぞき窓をとめ 
でいるねじを外しで、しめらせた巧でふき取つでください。 


♦ねじ部は萬温になつでから外しでください。 

♦ちとどおり、巧一にねじを締めで固定しでください。 

♦のぞき窓を外したときは、パッキンを新品と交換してください。 



一前パネルのがしかた- 

♦前パネルを固定しでいる左ちのねじ2本を外しでください。 

ち図矢ののよラに、前パネルの下のほラをま前に引いで、前パネルを外 
しでください。 
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熱交換器の点検 （1 シーズン 1 〜2 回） お買しげめの販売店に依おしてくださし、。 


♦熱交換器の巧部にすすび異常にたまると、不完を燃焼の原因となります。 

♦異常燃焼（においびしたり、給が気筒から黒煙び化るよラなとき）びおこった場合には、バーナの点検とあわせで 
熱交換器の点検を、お買いずめの販売店に依頼しでください。 




地震などの災害び発生したとさの点検 


地震などの災害び発ちし、製品に振動や衝撃び如わったとさは、運お前に必ず巧の点検をおこなっでください。 

♦給排気筒周0の外れ、漏れの巧認 

点検で異常びみつかった場含は、お買い巧めの販売店に修理をの頼しでください。 


回定期点巧 

長巧間ご使巧にな0ますと、機器の点検び必要です。 

♦ 2 シーブンに1回程度、シーブン終3をなどに、点検を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理 
資格者〔(財）曰本石;'由燃焼機器保守協合 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習合修3者 （6 ミ由機器技術 
管理±)など〕のいる店までお問い含わせください。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストープの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参ミ由もれびする。 

♦強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障びある。 


_ご便用中止_ 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 
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画が障 • 異常の見分け方と処置方法 

なのよラな現まは巧障ではありません。 


参修理を依頼される前にをラー度お確かめください。 


f 現 象 

説 明 1 

点 

乂 

時 

m 

火 

時 

初)めで使巧するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりなどび焼けるためです。しばらく窓をあけで換気しでくだ 
さい。 

初めで使用ずるときや、シーズン初めの初使 
巧時に1回で着乂しない。 

固定タンクになミ由びみたされるまで4〜5分位待って点义操巧をしでくださ 
し、。送';由経路巧の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。 
2〜3回点义操巧をくりかえしでくださし、。 

すぐに点义しなし、。 

石油ガス化ち式のため、予熱時間が約3分必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消义辕に「ピチ-ピチ」といラ 
音びする。 

本体内部び熱じより膨張、収縮するためでず。異常ではありません。 

点义しでもすぐ温風び出ない。 

不快な冷風を出さないためで、本体内部が暖まると温風が自動的に吹き出で 
きます。 

消乂しでち温風が出でいる。 

本体巧部び;ち却!ずるまで送風を継続します。 

燃 

焼 

時 

点乂プラヴ- フレーム□ッド-バー ナ ヘッド 
がホくなる。 

炎に熱せられでホ熱ずるためです。 

異常ではありません。 

炎の中(こ黄色い炎か'混じる。 

異常ではありません。 

使用中にときどき「ポコ-ポコ J とレラ音び 
する。 

給ミ由タンクから固定タンクのちにな巧び流出ずるときの音で異常ではありま 
せん。 

そ 

、福 

給排気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気温がおくなると、排ガス中に含まれでいる水分び織結しで水讓気になる 
ためで、異常燃焼じよる白煙ではありません。 


参巧の表にをとブいで、をラー度お確かめください。 

参処置方まで※印の頂目や、処置方るにより処置しでを良くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


現 象 

原 因 

点 

义 

し 

な 

い 

大 
友含 
げな 
で燃 
燃焼 
え音 
るを 

乂 
消び 
を遗 
で中 
しで 
ま 
ラ 

運 
ち転 
運つラ 
転かン 
しなプ 
ない 
い 

油 

漏 

れ 

が 

友 

る 

(こ 

お 

い 

び 

す 

る 

炎 
が 
大 
な言 
ら< 
な 
い 

ホ 

乂 

で 

燃 

を 

る 

f 表示 

処置方法 

参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

電源プラグがコンじントに差しこまれ 
でいない 

参 



参 






コン t ントに確実に差しこむ 

8 

停電中でおる 

• 


参 

参 






适電されるまで待つ 

13 

給';由タンクに灯';由び'ない 

• 


参 







を合ミ由ずる 

7.8 

連絡パイプの袋ナツトび締まっていない 





• 

• 




締め直す X 

一 

が気管の配管び長すぎる 








• 


延長 3 m 、 曲がり3箇所な下にする 
ただし、標高 800 mJ ^ 上の高地では、 
延長 2 m 、 巧がり3箇所技下にする X 

— 

強い地震びあったまたは、ストーブに 
衝撃をちをた 



参 






E 5 

「地震などの災害が'発生したと舌の点検」 
の点横頂目を確認し、運転ボタンを巧 
しなおし、再点乂ずる X 

13 

16 

排気管の接続部にスキ7があるまたは、 
パツキンが破損しでいる 






• 




排気管の接続圏巧び正しく取り付けら 

れでいるか点検する 

パッキンび破損しでレたら交換ずる※ 

— 

給排気筒の先端がおおわれでいる 


• 

参 





• 


おおっでいるちのを取り除く 

14 

過熱防止装置 
び1乍動した 

温風吹出□がふさびれ 
でし、る 



参 






表示部 
を消な 

障害物を取り除 < 

13 

ファンフイルターび 
ほこりでつまつでいる 



参 






または 

EH 

ファンフイルターの掃除をずる 

16 

電源コードの g 

折線-ヒューズの落断 

• 


参 

参 






電源コード•プリント配線板を交換する X 

— 

不良な油を使用しでいる 







• 

• 

E ?. E'-I 

良質のな油と入れわ、える 

7 

給気ホースび外れでいる 


• 







EE'-EH 

確実に接続する 

— 

排気管巧け検巧装置の1 乍動 

• 


• 






El ] 

排気管の接続部および排気管抜け検巧 
用リード線の接続部の外れを点検し、 
列れでいたら正しく接続する X 

14 

室温異常上昇防止装置の作動 



参 






と T 

窓をあけ、部屋の換気をする 

14 

標畐調整がされでいない 

L 








• 


標高調整をおこなって < ださし、。 

( 工事説明書「高地または延長配管 
で使巧の場含」） X 



17 






















































团部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び'必要な場台には、お買いずめの販売店 
又は、修理資格者〔(財）曰本 s ' 庙燃焼機器な守協含でおこなラ按術管理講習含修了者(石'庙機器按術管理±) 
など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コ□ナ純正部品 とご指定ください。 
v _ J 


消耗•劣化しやずい部品（交換び必要な部品) 

1長期間の使用により消耗•劣化しやずし、部品 


•バーナヘツド •バーナヘツドリンブ •電極 •フレーム□、ソド 


' 変質 •不純り油の使用によりち化しやずい部品 . 

I 、 

参 フレーム □ッド 参気化筒 

V 

参電磁ポンプ 

ソ 


__/ 


国 f 呆管很顯巧用しない場合) 


おしまいになるときは、曰常の点検•字入れの頂を参照し、巧の要領で字入れをおこない保管しでください。 


1.電源プラグをコンたントから巧いでください。 

• 么ま意長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いでください。 


\ 

2. 給油タンクと固定タンク内の灯油をすべで巧き取ってください。 （ 

♦水やごみなどを残したままな置しますと、さびや巧あさの原因になります。 

ぷ 15 ぺージ） 


3. フアンフイルターの掃除をしでください。 16 ぺージ） 

4. オイルフイルターのま入れをしでください。 （な =15 ぺージ） 

5. 本化のごみやほこりを取つでください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6. 本体をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 

が 16 ぺージ） 



7.ストーブは据付けたまま保管しでください。 

参温風吹出□や背面のフアンフイルターにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どう しでち取り外しで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラに f 呆管しでく 
ださい。 

♦巧シーブンに据なけをおこなラときには、必ずお買い巧めの販売店に巧頼しでください。 

♦取扱説明書ち大切にな管しでください。 

\_ J 
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画仕様 


型なの呼び 

FF - G %9 Y 猩本型な FF - G ：380 Y ) 

FF - G 509 Y (冨本型な FF - G 500 Y ) 

種 類 

気化す-強制給が気巧-強制巧流お 

点义方 君： 

高圧放電点义す 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J 吃1号なミ由） 

燃料消費量 

最大 

4.43 kW (0.431 L / h ) 

5.77 kW (0.561 L / h ) 

最小 

1.72 kW (0.167 L / h ) 

1.72 kW (0.167 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

15,960 kJ/h 

20,780 kJ/h 

最小 

6,190 kJ/h 

6,190 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最小 

86.6 % 

暖房出力 

最大 

3.84 kW 

5.00 kW 

最小 

1.49 kW 

1.49 kW 

ミ由タンク客量 

己. 0 L 

標準適室 

温暖地 

木 造 16.5 nrf (10 置)まで 

コンクリート 23.0 nff (14 置)まで 

木 造 21.5 がり 3 置)まで 

コンクリート 29.5 m ’(18 置)まで 

暮を地 

木 造 16.5 nff (10 置)まで 

コンクリート 26.5 nff (16 置)まで 

木 造 21.5 rrf (13 置)まで 

コンクリート34.已 nrf に1置)まで 

外 お ブ 法 

高さ480 mm 幅690 mm 奧巧310 mm (置台を含む） 

質 量 

19.5 kg 

電源電圧および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時最大650/650 W 燃焼時19/23 W 

点义時最大650/650 W 燃焼時23/28 W 

待機時消費電力 

1.2 W 

給が気筒の型なの呼び 

QU 4-1 A 

給が気筒の呼び径 

D 40 

運輯音 

3已 dB (最大燃焼時)/22 dB (最小燃焼時） 

37 d 己（最大燃焼時)/22 dB (最小燃焼時） 

お排気筒の壁震通部の孔径 

夺75 mm 〜夺65 mm 

排気 温度 

260で!^下 

電流ヒューズ 

1己 A 

をを 装置 

巧震自動消义装置‘点义をを装置‘燃焼制御装置‘停電をを装置‘過熱防止装置(ををサーモスタット） 

その1也の装置 

排気管巧け検知装置-過電流防止装置-室温異常上昇防止装置 

巧属品 

給が気筒じット1 . 工事説明書1.置台1 . 取扱説明書1 . スポイト1 . 所有者票1 


標準 

( がお寸法図胃 


標準適室は、な団ま人-曰本ガス石'油機器工業含の質定畐準によります。 


675 
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配線図 
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巧流巧流モータ燃焼モータ電磁ボンブ 
モータ パルス 
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觀 i 姑還が 矜ミト其震ぉ巧劈モ7-で 


マイつン 


ヒュース 15 A 


雨：田 

ち版 


ヒータイクナイタ 


フ レー ム□ツド 
〇 



操作部 14 P 






□□11 


操作部 9 P 

Ir □□□□□□□□□り 


操作部 7 P 

ド□曰曰曰 D 曰 U 


タクト SW 
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こ送油経路図） 


ノス'ル 送ミ由管 おミ由タンク 



画ア フターヴー ビス 


保証について 


参このコ□ナ密閉な6巧ストーブにはな証書びついでいます。「お買いあけ曰■販売店名 J などの記入をお確かめのラえ、販売店か 
らお受けとりになり、大切に保管しでくださし、。 

•保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。（燃焼部分は3年間） 

参巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんので;'主意しでください。 

•変質灯ミ由や不純灯ミ由など、また灯ミ由な外の燃料使用による故障や事故。 

•誤つた使用ち法による故障や事故。 


修理を依頼されるとを 


•本書の「故障■異甫の見分けちと処置ち法 J (厘=17ページ）の項にがっで調べでち良くならないときは、電源プラグを抜いで 
お買い巧めの販売店または、おおくの コ □ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内容は巧の還りです。 

参品咨 

♦型なの呼び 

•ご住所-ご氏爸-お電話番看 
•お買いあげ曰 

♦巧障が巧（でさるだけ具化のに） 

♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定(こ従って無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くの コ □ナお客様ご相談窓□(こお問い含わせください。 


■保証期間び過ざていると舌は 

参お買い巧めの販売店にご相談ください。修理じよって使用でさる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保ち期間 

参石ミ由ストーブのな修用巧能部品（機能を組持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのり後7年です。 

■修理に出されるとさは 

♦輸送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンク巧に灯ミ由び残ったままですと、傾きや振動で灯油びこぼれることびありますので、 
_必すあき取っでください。_ 
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晒据付け•移設 


据付け • 移設工事は販売店に依頼ずる 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご白身ではおこなわないでください。 

\_ J 


据付け場所の選定および標準据付け例 


据巧けについでは、义災ず防条例、電気設備に関する技術畳華などるちの畳華びあります。 

工事説明書の「特に';主意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください） J をお読みになり、販売店または 
据巧け業者とよくご相談ください。 

また' 「標準据巧け例"こついでは、下図を参照しでください。 


〔標準撤寸け例） 


〈正面〉 



※ただし、不燃物の場合でを、可燃物 
と同じ離隔距離にしでください。 


〈側面> 



〈給排気筒の正面〉 




給排気筒を延長ずる場含のを意 


給排気筒を延長する場さは、3 m 3@びり下で取り付けられる場所を還定しでください。 

\ _ ) 


積雪地区における注意 


積雪び多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取付場所を還定しでください。 

また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い这んで不完全燃焼を起こすことびあります。 

V _ 


据付け後の確認 


据付けが'終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にを意しでいたださたいこと（安全のために必す 
お守りください)」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据付けられでいるか確認しでく 
ださい。 
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試運転は、販売店または据付け業者とごいつしょに必すおこなってください。 
添 己 ifjnM 


(詳しくは7〜8ぺージ） 

1.給油タンクにな巧 ( J 旧1号灯油)を給油しでください。 


2. 高がで使巧される場さは、空気び希薄なため調整び必要となります。 

(詳しくは、工事説明書の高地または延長配管で使庙の場合）を参照しでください。） 

3. ストーブの置台の上や送油管の接続部に、巧のたまりや巧漏れびないかおかめでください。 

4. 電源プラグをコンたントに差しこんでください C 


么ま意電源プラグは、コンじントに根までお実に差しこんでください。 




(詳しくは9〜10ぺージ） 

1. 運転ボタンを押しでください。 

参運転ランプび点滅し、約3分をに点义します。 

♦点义後約1分で巧流巧送風機び回り温風び化ます。 



■巧]めて使用するとをは… 

耐熱塗料などび焼けで煙とにおいび出ることびあります。窓をあけで部屋の換気をしでください。 


2.運拓ボタンを押しで、消义しでください。 

♦運転ランプが'消口し、約6分をに燃焼巧送風機-巧流巧送風機が'止まります。 


運な入/の 
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仙台 m 宮城野区曰ノおの1 -7-32 
仙台市宮城野区曰ノお町1 -7-31 
郡山市亀田 1-51-9 
山お市東青田 3-6- 28 
酒田市錦の 1-183-1 


東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区薑島 8-4-8 
立川巿言松の 1-22-3 
松戸巿昌塚新田 95-5 
横お市戸塚区原宿4了目 7- 13 
山梨県中巨摩郡昭和の西を249 1-2 
さいたま巧北区宮原の 1-674-2 
さいたま巿北区き原の 1-674-2 
局崎巿問屋の西"!- 3-2 2 
宇都客巿藥源の2313 
太田巿言林東の2375 
か戸巿笠原の 653-2 
つくば巿谷田部 6788-1 9 


兰を巧的淵 3-2-1 5 
H ま市巧淵 3-2-1 5 
新爲巿東区江南 1-6-41 
長野巿大豆島5312 
松本巿爸質大ス保原78己2 


信越. 
北陸地区 


新 漏る 店 
云を サー ビスじン ター 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本営業所 

金 おを 店 
をミ只サービスじンター 
富山営業所 
福な営業所 


関東地区 


H 条巿東新保 7-7 干9日 5-851 日 

柏崎巿宝の 2-58 〒日 45-08] 7 

長岡巿下をの憲ノ浦1069干 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大代表) 
下£し(0257)23— 己17己りザ表） 
TEL (0258)22-2121( げ表） 


東お地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


香ち屋巿熱田区桜田の 16-11 〒456-0004 

名ち屋巿熱田区桜田の1 6-1 1 〒456-0004 

静岡市駿ミ可区高松 2-15-30 〒422-80：34 

岐阜巿六条南 2-7-8 干500 -8358 

津巿高茶屋 3-29-38 〒51 4-081 9 

沼津巿西椎路 888-1 干41日-0303 

吹田市南を田1 -8-47 干 564-0044 

吹田市南を田1 -8-47 干 564-0044 

高松市今里町1 -8-5 〒 760-0078 

京都市伏見区竹坦段ノりI原町 70-1 〒61 2-8414 

ネ申口市西区枝吉 5-1 32 干651 -21 33 

彥根市正ま寺の南化78 千 522-0024 

福が山市馬巧索の68 干 620-0061 


TEL(052)746 -目600(げ表） 
TEU052)746-6603( げ表） 
TEU054)238-0005( 巧表） 
TEU058)268-7 日55(代表） 
TEU059) の 4 — 8471(代表） 
TEL(0 日 5)968 -目210(巧表） 

TEL(06)6380-21 1 U げ表） 
TEUO 目) 6386-5670 (代表） 
TEL(087)835-171 1(巧表） 
TE し (07 已 )643 —2002(イ表） 
TEL(078)922-243U 代表） 
TEU0749)24 —目239(代表） 
TEU0773)22-0827( げ表） 


FAX(052)884-65 己1 
FAX(0 己 2)884 —65己4 
FAX の 54)238-0006 
FAX(0 己 8)2 日8—75己0 
FAX の 59)234-8472 
FAX の日目) 968-621 2 

FAX(06) 目 386-72 目2 
FAX(06)6386— 5588 
FAX の 87) 呂 35-01 60 
FAX の 75) 日 43-0870 
FAX(078)922-2438 
FAX(0749)26 — 2116 
FAX(0773)23-7592 


広島市ミ佐南区巧園 3-27-20 〒731-0138 

広島市安佐南区祇園 3-27-20 干731 -01 38 

岡山巧辰巴 35-1 03 于700 -0976 

米ろ巿目夕美の 235-1 干 683-0035 

周南巿徳山まーノ片ま5631 -4 干74日-0882 

福岡巿博多区東比恵 2-2-40 于81 2-0007 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

j じ九州巿ル詹北区愛岩 2-6-4 〒803 -0828 

鹿兒島巿田上 7-1 6-日 〒890-0034 

熊本市尾ノ上1-り -12 干 862-091 3 

長崎県西彼许郡時津町を底郷お田 74-1 干851 -210 巨 
宮崎巿露島 3-59-2 〒880-00：32 

大分巿兰化 1-19-7 〒 870-0 108 


TEU082)871-3310( げ表） 
TE し (082)871 —331己(イザ表） 
TEL(086)243-7751 (代表） 
下[1_の859)33—8157(代表） 
TEU0834)22-5 己67如表） 

TEL(092)474 —已771 (1 ザ表） 
TEU092)474-600U げ表） 
TEU093)592-861 1(代表） 
TEU099)281-1321( げ表） 
TEU096)367-7361( げ表） 
TEU095)882-7710( 代表） 
TEU0985)29-1680( げ表） 
TEU097)523 -日161(げ表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX(082)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX(092)474-577 己 
FAX(092)474-6414 
FAX の 93)592-8666 
FAX の 99)281-1252 
FAX の 96)369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAX の 985)25-0685 
FAX(097)523-5162 


干 030 -0946 TEL の 17) 742-8255( げ表） 
〒〇 30-0946 TEU01 7)743-2971 (代表） 
干 01 0-091 7 TEL の1 8)864 -日671 ( 巧表） 
干 01 0-0802 TE し (018)864-521 9(げ表） 
干 031 -0073 TEUCn 78)24-5289( げ表） 
干 031 -0073 TEL の 178)47-6609( 巧表） 
〒〇 36-8086 TEL の 172)28-3910( げ表） 
干 036-8086 TEU0172)26-4770( げ表） 
干 020 -0823 TEUOl 9)622-4791( 巧動 
干 020 -0823 TEL(019)604-0281 (代表） 
干 023-0002 TEl_(Cn 97)22—41 已己(イザ表） 

干 983-003 己 TEL(022)23 己一3181(巧表） 
干 983-003 日 TEL(022)783-1791 (げ表） 
干 963-8033 TEL の 24)938-2240( 巧表） 
干 990-2423 TEL(023)642— 3255(代表） 

干 998-0103 TEL の 234)31 -0571(げ表） 


FAX(01 7)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX(018)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178)4 己一4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX(0172)29-1 133 
FAX の 19) 目 22-5244 
FAX の 19)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX(022)23 巨一8810 
FAX の 22)783- 1792 
FAX の 24)938-3021 
FAX の 23)642-3254 
FAX の 234)31-0581 


干1 14-0003 TEL(03)3927-1 151(げ表） 

干11 4-0003 TEL 03)3911-1131 (巧表） 
Til4-0003 TEL 03)3927- 1152(代表） 
〒1 90-001 1 TEL(042)519-5271 (巧表） 

干 270-2222 TEU047)312-8330 (代勤 

干 245-0063 TEU045)8 日 2-4008( げ表） 

干 409-3866 TEL の 55)268- 1567(げ表） 
干 331-081 2 TEL 048)651-1722 (代勤 
干331 -081 2 TEL 048)651 -1231(げ黃 
干 370-0007 TEL 027)3 日1-4806(げ贵 
テ 321-0933 TEL 028)632 -日105(げ勤 
〒373-082日 TeU 0276 巧 8-6571( 巧表） 
干31 0-0852 TEU029)241-21 72(げ勤 

干 305-0861 TEU 日 29)839-5325( げ表） 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX のが) 528— 2382 
FAX のが)31 2-8338 
FAX の 45)852 -己540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX の 48)6 日 1-6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 27)361-91 39 
FAX の 28)632 -己205 
FAX の 276)38— 5508 
FAX(029)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


干 9己 5-0864 TE し (0256)32— 2126りず表） 
干 955-0864 了[しの256)32—2129(げ勤 

干 950-0855 TEU025)286-9131( げ表） 

干 381-0022 TEL(026)221-51 1 U 代表） 

干 399-0033 TEU0263)26-0051 (代表） 

干 920 -0027 TEL(076)2 目 0-0567 (代表） 

T920-0027 TEU076)260-0038( げ表） 

干 930-0985 TEL(076)444-0567 (代表） 

干 91 8-8237 TEU0776)23-0567 (代勤 


FAX(0256)35-8519 
FAX の 256)32— 2137 
FAX(025)286-3313 
FAX(026)221-0039 
FAX(0263)25-9961 

FAX(07 目) 2 日 0-077 日 
FAX の 76)260-0738 
FAX(076)444-061 1 
FAX の 776)23-0580 


東北地区 


h ネ ミミ 店 
青森サービスたンター 
秋田営業所 
秋旧サービス它ンター 
八戸営業所 
八戸サービス它ンター 
弓ム前営業所 
弓ム前サービス它ン ター 
盛岡営業所 
盛岡サービスたンター 
水お営業巧 


青巧巧ち館1了目 12-38 
青巧巿ち館1了目 12-38 
か:田市泉や巧4 了目 4-18 
秋田巧外姐川兰千刈 109-1 
ノ、口巿売巿4 了目 4-7 
ノ、戸市売市4了目 4-7 
弓ム前巿田園 1-2-1 
弓ム前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

奥州市水お区水お工業団地4 了目79 


札幌市白石区平和通16 了目南1 -1 9 〒〇 03-0028 

ホし幌市白 S 区米里3を2 了目 6-25 干003 -0873 

函館巿西ち梗の21 -2 干 041-0824 

旭川巿索姐川南1桑2了目 2-5 T078-8261 

帯広巿西18を北1了目1 7-1 干080 -0048 

重川路市巧圍町 4-1 7 干 085-0038 

が見巿美ちの 9-1-30 干090 -0064 


TEUOl 1)864-0440( げ表） 
TEL の1 1)879-2121( げ表） 
TEU0138)48-6070( げ表） 
TEUOl 66)37-2330 (代表） 
TEUOl 55)35-751 8(代表） 
TEUOl 54)24-41 91(げ表） 
TEU0157)26-21 03(げ表） 


FAXCOl 1)863-3154 
FAX のり)871 -2000 
FAX の 138)48 -目080 
FAX の國 37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-2107 


26098002 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業巧宜野湾巿宇地泊738 

シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU098)S97 -日677(代表） FAX の 98)897 -己679 


L お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種咨をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご起居やご贈養品などでお困りの揚含は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

各称、巧を地、電話塞号は、変更する揚含びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
柄0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’PHS 等か 5 は 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 
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